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凡 例

1｡ この索引は『和英語林集成』（初版）の「英和の部」の訳語をすべて検索できるようにしたも

のである。

2｡ 構成は、本文編（「英和の部」の影印）と索引編と解説編からなる。

3｡ 本文編の底本は飛田良文所蔵本である。影印の縮尺率は原本の86 ％である。

４．索引編は、訳語の見出し、品詞注記、漢字注記、ローマ字表記、英語、所在ペ ー ジから な る・

5. 見出しは仮名で示し、配列は現代仮名遣いによる五十音順である。和語・漢語 は平仮 名 、外

来語は片仮名で示す。

見出しの仮名が同じ場合は、まず名詞、動詞、形容詞、形容動詞、副詞、連体 詞、接 続 詞、

感動詞、助詞、助動詞、接頭辞、接尾辞、連語の順、その中を和語、漢語、外来 語の順 、 さ ら

に漢字表記の画数の少ない語から多い語への順で配列した。

6｡ 見出しがサ変動詞・形容動詞の場合は、語幹を見出しとし、活用形ごとに、五十音順に示し

た。ただし、サ変動詞の語幹が一字漢語の場合は一語として扱った。

（ 例 ） ぎ ん み

ーし た

ｰす る｀

(吟味) gimmi

-sh'ta

-szru

あいする　 （愛）

-した

aiszru

-sh'ta

きれい

な
　

に

（奇麗) kirei

-na

~ni

なお 「ヽ案じる」「案ずる」のような場合は、別見出しとして扱った。

7. 訳語が活用語の活用形である場合は、活用形ごとに終止形見出しのもとに改行 して五 十音 順

に示した。終止形に文語形と囗語形がある場合は囗語形の方を見出し とし て、文 語形 は改行 し

て示した。

（例） うごく　　　　 （動) ugoku　　　　　　 きたない　　　 （汚）　kitanai

うごかない　　　　　　ugokanai　　　　　　きたなき　　　　　　　　　kitanaki

うごかれぬ　　　　　　ugokarenu　　　　　　　きたなくする　　　　　kitanaku szru

Ｌ

みちる

みつる

（満) michiru

mitszru

凡

また、終止形の活用形が存在しない場合は、見出しにローマ字表記を付けない。

（例） やすんずる

やすんぜぬ

(安)

yasznzenu

例　 （3 ）

８。訳語が語句・文である場合は、文頭を見出しとし、次の部分からを改行して五十音順に示し

た。

（例） き

-･の かわ

ｰのし ん

ｰの は

ｰの み

（木）ki

-no kawa

-no shin

-no ha

-no mi

９．訳語が連語の場合、そのまま見出しとしたものがある。

（例） あえず〈連語〉　（敢) ayedz

10. 訳語が接頭辞「お」「ご」などで始まる「お天気」「御飯」などは、「お」「

た。

ご」の項に配列し

11 ｡ 訳語に連濁形と非連濁形など、新語形と古語形のある場合は、別見出しとした。

12. 訳語が語源的には一語と考えられるものでも、意味のへだたりが大きいものは別見出しとし

た。

13. 古語形だけのもの、語形が現代語と著しく異なるものには検索の便を考えて、参照見出しを

立てた。

14. 本文編の本文で、Ｏ　やｏｒで交替形を表わしているものは、別別に示した。

15. 品詞注記は、語の識別の必要に応じて加えた。品詞の略称は次の通りである。

名詞<名〉、動詞〈動〉、形容詞〈形〉、形容動詞<形動〉、副詞<副〉、連体詞<連体〉、

接続詞〈接〉、感動詞(挨拶語を含む)〈感〉、助詞〈格助・副助・接助など〉、助動詞〈助動〉、

接頭辞〈接頭〉、接尾辞<接尾〉、連語<連語〉

また、擬声語は〈声〉、動物、植物には〈動物〉〈植物〉と注記した。

16. 漢字注記は、語の識別に必要な語に付けた。表記にゆれのあるものは、「和英の部」に従っ

た。



(4)

17. ローマ字表記は、本文編のままであるが、語の切れ目や改行を示すハイフンは、編者の加え

たものがある。また、複数のローマ字表記がある場合には併記し、誤､植と考えられるものもそ

のまま記し、まぎらわしい表記にはその訳語の後に(ママ)を加えた。母音の無声化した語形は有

声音表記の後に配列した。

18. 英語は、本文編の見出しである。この英語（大文字）によって訳語である日本 語 の意味 を知

り、確認することができる。英語が語句・文である場合 は、所在 を示す英語見出 し の部 分 を大

文字にして示した。英語に誤植のある場合はそのまま記し（マー）を付けた。 正し い語形 は解 説編

の英語見出し正誤表を参照されたい。

19. 所在ページは、訳語の所在を示し、英語見出しの所在を示す。

£
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